
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

８月は栃木県人権啓発推進県民運動、及び鹿沼市人権啓発推進市民

強調月間です。 

不当な差別や虐待など人権侵害が行われることなく、一人ひとりの

人権が尊重される平和で豊かな社会を実現するため、また、全ての人々

が互いの人権を尊重しながら共に生きる社会の実現を目指して行きま

しょう。 

本市では、毎年８月を人権啓発推進市民運動強調月間に定め、市庁

舎・図書館本館などでの人権パネル展、及び広報かぬまでの人権啓発

標語の募集、人権啓発リーフレットの配布など、様々な取組を実施し

ています。 

誰もが取り残されない社会づくりを目指し、さらなる人権啓発を推

進していきます。 

 

【人権パネル展の開催】 

・期間  ８月５日（月）～８月 23日（金） 

・場所  市役所、図書館本館、市民情報センター 

・内容  人権擁護委員活動紹介・子どもの人権絵画コンテスト作品

人権標語作品等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今年度も人権啓発標語を募集します。市内在住・在勤・在学者を対

象に、9 月 11 日（水）までに応募用紙、またはハガキで市人権・男

女共同参画課に申し込みください。詳しくは広報かぬま８月号をご覧

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※2021年 12月に鹿沼市シンボルキャラクター「ベリ

ーちゃん」が【じんけん大使】に委嘱されました。 

人権に関するイベントなどに参加し、啓発を呼びかけま

す。 
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令和６年度人権啓発標語募集 ８月は栃木県人権啓発推進県民運動及び鹿沼

市人権啓発推進市民強調月間です！ 



 

 

 

６月 13 日（木）午前 10 時より、高齢者ふれあい事業「クラフト

バンドで作る壁掛け飾り」行いました。講師に藤沼清美先生・西村先

生を迎え、参加者は 20名でした。 

 はじめに先生が作品完成までのポイントやコツを説明し、制作作業

に取り掛かりました。縦と横のバンド各 12 本が配られ、互い違いに

なるよう確認しながら編み込み、ボンドで接着します。次に側面の部

分について、自分の好みの色付きバンドを選び、枠作りを行います。

仕上げにリボンや花を飾り完成です。 

きれいに出来上がった作品をお互いに評価しながらも、自分の作品

に満足し持ち帰りました。 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

梅雨空の中、６月 27日午前 10時より、第３回高齢者ふれあい事業

「大正琴を聴いて歌おう！」を行い、参加者は 22名でした。 

講師として、ふみの会代表の柴田文子さんをはじめ４名を招きました。

「四季の歌」、「星影のワルツ」などの懐かしい曲や、幼い頃に歌った童謡

を織り交ぜながら大正琴を演奏、参加者の皆さんは、曲に合わせながら大

きな声で楽しそうに歌っていました。   

また、童謡の演奏の前に、作詞・作曲家が、どんな気持ちで曲を作った

のかが紹介され、その情景を思い浮かべながら聴くと、さらに心に染みる

とのお話がありました。 

１時間半ほどの演奏後には、アンコールの拍手まで飛び出し、大盛り上

がりの事業となりました。 

クラフトバンドで作る壁掛け飾り 大正琴を聴いて歌おう! 


